
総合選択 プログレス 実践 プログレス 実践

STEAM 地域共創 地域共創

未来探求 グローバル

計８校程度 計11校程度

STEAM 地域共創 地域共創

未来探求 グローバル

計11校程度 計15校程度

未来探求 グローバル

計13校程度 計17校程度 30校程度

全県
　

全県
大規模校

県東部（富山学区・新川学区）

未来探求

県西部（砺波学区・高岡学区）

未来探求

中規模校・小規模校 中規模校・小規模校

地域共創

プログレス

STEAM 地域共創

全県未来探求

　移行準備校11校程度 移行準備校14校程度

　移行準備校６校程度 移行準備校８校程度

未来探求

未来探求 未来探求 未来探求

20校程度

地域共創

未来探求

STEAM

全県未来探求

地域共創

34校

26校程度

全県

令
和
20
年
度
頃

令
和
15
年
度
頃

令
和
11
年
度
頃

グローバル
未来探求

プログレス
未来探求

プログレス
グローバル

プログレス
未来探求

Ｒ８
現在

バック
キャスト

バック
キャスト

「新時代とやまハイスクール」の設置に向けた「再構築」の考え方 

１．実施方針で示した「各期の姿」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

 
募集定員(目安) 
4,200 人程度 

 
募集定員(目安) 

5,000 人程度 

 
募集定員(目安) 
5,500 人程度 

 
募集定員 
5,926 人 

※1校平均約 174 人 

※1校平均約 183 人 

※1校平均約 192 人 

※1校平均約 210 人 

★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

※「★」は、各期に設置する「新時代ＨＳ」を示す。 



２．「再構築」の方法 

①これまでの各高校における教育内容をもとに、 

②将来を見据えた新たな取組み(教育内容、教育環境、学校運営など)を加え「今後必要と考えられる教育内容」を整理し、 

③その教育内容を様々な学校規模で組み合わせ、７つの学校類型に分類したうえで、 

④今後の中学校卒業予定者数や通学の利便性を考慮し、県内にバランスよく配置する。 

 

      《再構築例》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ高校 

Ｃ高校 

Ｄ高校 

新時代 
ＨＳ 

新時代 
ＨＳ 

これまでの教育内容 

＋ 

新たな取組み 

 

 

今後必要と考えられる 

教育内容 

Ａ高校 新時代 
ＨＳ 

新時代ＨＳ 

（１）プログレスハイスクール 

（２）ＳＴＥＡＭハイスクール 

（３）グローバルハイスクール 

（４）総合選択ハイスクール 

（５）未来探求ハイスクール 

（６）地域共創ハイスクール 

（７）実践ハイスクール 


